
リアルなふれ合いに感動！ ～「関わり合い」の中で～

校 長 窪 田 智

１月も終わりを迎え、寒さが一段と厳しくなってきました。天気予報にも雪マークが出

現し、いよいよ降雪のシーズン到来です。

１月14日(土)に行われた学習発表会には、保護者の皆様を始め、地域の方々にも参会し

ていただき、ありがとうございました。今年度は、地域の方々の作品展示が行われ、会場

がとても賑やかになりました。キッズゲルニカの完成発表会もあり、盛りだくさんの内容

となりました。コロナ禍において、地域との関わりが持てず、人穴小が目指す「地域と共

にある学校」が難しい状況にありました。しかし、今回は、キッズゲルニカの制作にも、

たくさんの方々に関わっていただき、作品展示と合わせて以前の「つどい」の雰囲気を少

しだけ感じることができました。当時に比べたらまだまだだと思いますが、一歩前進した

と感じています。読み聞かせのお母さん方、人穴富士浅間太鼓の皆様にも、会を盛り上げ

ていただきました。子供たちの発表も、学習の成果が良く表現されていて、素晴らしかっ

たです。

この会を通して、本校が教育活動の柱としている「関

わり合い」を実現できたことが、とても嬉しく感動しま

した。人と人とのリアルなふれ合いが、こんなにも心動

かされることを改めて実感しました。人穴小は地域に愛

され、地域と共に歩んできた学校です。本校には学校教

育の原点を感じます。

これからも地域との関わりを大切にしながら、リアル

とデジタルの調和を図り、教育活動を進めていきます。

今後も、御理解と御協力をお願いいたします。

子供たちは一年中、池の周りに集まります。子供たちは池が大好きです。その池も毎年この

時期になると、寒さのために水がすべて凍ってしまい、暖かな春を迎えた頃には、生き物がい

ない池になってしまいます。「池の金魚を助けなきゃ！」と、５・６年生が金魚救出作戦を敢行。翌

日池の水はすべて氷と化し、間一髪、金魚たちを救うことができました。これもリアルな経験を

積んできたからこそできたことです。リアルな体験は人を成長させます。子供たちのこの行動

に心が温かくなりました。しばらくは、５・６年生の教室が金魚の住処となります。

富士宮市教育委員会は、毎年１月に市内の教職員から教育実践記録を募集します。今年

度、本校の稲葉絵梨養護教諭がこれに応募し、見事優良賞に選ばれました。タイトルは「子

供の安全を守るために学校組織で取り組む危機管理研修～教職員と子供の危機管理意識の

高まりと対応力向上を目指して～」です。万が一に備えて、教職員の少ない本校でも事故

等が起きたとき迅速に対応できるよう、教職員だけではなく、子供たちも交えて訓練を重

ねてきたことに高い評価を受けました。
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